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「お母さん、ありがとう」
感謝の気持ちを花束とともに
３月16日に行われた、五城目小学校の卒業式。
壇上で卒業証書を受け取った子どもたちは、それ
ぞれの感謝の気持ちを花束とともに、今まで育て
てくれたお父さんやお母さんらに伝えていました。

今月のひとコマ



国
で
は
、
配
分
割
合
が
固
定
化
し
て

い
る
予
算
を
、
省
庁
を
越
え
て
大
胆
に

組
み
替
え
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
地
方

交
付
税
や
国
庫
補
助
金
な
ど
の
見
直

し
に
つ
い
て
も
明
確
な
方
針
が
示
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
や
、
長
期
債
務
残
高

が
過
去
最
高
の
水
準
に
達
す
る
見
通

し
と
な
る
な
ど
、
危
機
的
な
財
政
状
況

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
か
ら
の

財
源
措
置
総
額
は
、
平
成
22
年
度
を
上

回
る
こ
と
は
難
し
い
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

当
町
に
お
い
て
も
、
公
共
下
水
道
事

業
等
の
継
続
的
な
生
活
基
盤
の
整
備
、

町
有
施
設
の
改
修
・
耐
震
化
事
業
、
公

債
費
の
償
還
等
で
多
額
の
財
源
が
必

要
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
一
層
の
効
率

的
な
予
算
編
成
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

自
立
計
画
を
基
本
に
事
務
事
業
の
必

要
性
、
緊
急
性
、
事
業
効
果
、
後
年
度

の
財
政
負
担
に
つ
い
て
検
討
し
、
財
政

の
健
全
化
に
配
慮
し
た
ほ
か
、
既
存
の

事
務
事
業
に
つ
い
て
も
、
経
常
経
費
の

節
減
と
あ
わ
せ
て
、
一
般
財
源
の
抑
制

に
努
め
ま
し
た
。

厳
し
い
状
況
下
で
は
あ
り
ま
す
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
わ
た
る
行
政
需

要
に
対
し
て
、
よ
り
効
率
的
な
運
営
を

心
が
け
る
と
と
も
に
、
ま
ち
づ
く
り
の

根
幹
を
成
す
町
税
の
よ
り
一
層
の
収

入
向
上
を
図
り
、
自
主
財
源
の
確
保
に

努
め
な
が
ら
町
民
の
付
託
に
応
え
て

参
り
ま
す
。五

城
目
町
長　

渡
邉
彦
兵
衛

町の支出　50億4,400万円 町の収入　50億4,400万円

平成23年度の

予算が決まりました

平
成
23
年
度

当
初
予
算
の
編
成
方
針
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一般会計当初予算額は
50億4,400万円です。

議会費
1億2,052万円　2.4%

総務費
5億9,423万円
11.8%

衛生費
5億650万円
10.0%

民生費
13億970万円
26.0%

土木費
5億404万円

10.0%

教育費
4億7,118万円

9.3%

公債費
7億1,934万円

14.3%

労働費
2,005万円　0.4%

農林水産業費
2億5,948万円　5.1%

商工費
2億2,730万円　4.5%

消防費
2億4,493万円
4.9%

諸支出金・予備費
501万円　0.1%

災害復旧費
6,172万円
1.2%

目的別の
支出

分担金・負担金
3,156万円　0.6%

町税
7億4,675万円
14.8%

地方交付税
26億円
51.6%

依存財源
39億1,454万円
77.6%

自主財源
8億5,043万円
16.8%

その他
2億7,903万円

5.6%

使用料・手数料
6,590万円　1.3%

財産収入
622万円　0.1%

地方譲与税
6,100万円　1.2%

国庫支出金
3億6,340万円
7.2%

県支出金
4億1,594万円
8.2%

町債
3億6,420万円
7.2%

地方特例交付金
500万円　0.1%

地方消費税交付金
9,000万円　1.8%

自動車取得税交付金
1,000万円　0.2%

諸収入
1億5,994万円　3.2%

寄附金・繰入金
7,909万円　1.6%

繰越金
4,000万円　0.8%

利子割交付金ほか
500万円　0.1%



■ 地域公共交通対策事業
（ 馬場目線・富津内線乗合タクシーの運行）
　　　　　　　･･････････････････ 1,784万円

■総合発展計画策定事業
（平成24年度からの計画を策定）
　　　　　　　････････････････････ 510万円

■母子保健事業
（ エンゼルタクシー券、妊婦や乳幼児の健診な
ど） ･････････････････････････ 1,062万円

■清掃総務・塵
じんかい

芥処理事業
（ごみの収集運搬と処理に係る費用）
　　　　　　　･･･････････････1億4,381万円

■戸別所得補償制度推進事業
（農家の所得安定のため制度を推進）
　　　　　　　････････････････････ 410万円

■水と緑の森づくり税事業
（森山キャンプ場広場周辺を整備）
　　　　　　　････････････････････ 257万円

■地方道路整備事業（交付金）
（ 西野矢場崎線など、町道の道路・側溝改良や
舗装補修など） ･･････････････1億646万円

■空き店舗活用放課後児童保育事業
（ 小学校高学年を対象にした、空き店舗での
放課後保育） ･･･････････････････ 386万円

平成23年度　主な予算の使いみち

特
別
会
計
・
企
業
会
計
の
予
算

町
に
は
、
特
定
の
目
的
の
た
め
に
７
つ
の
特
別
会
計
と
水
道
の
企
業
会
計
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
会
計
も
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
を
支
え
て
い
ま
す
。

国民健康保険特別会計

12億7,894万円

自営業の方や退職された方の医療
費を給付するために使われます。

水道事業会計
収益的支出　2億 731万円
資本的支出　1億1,780万円
安心して使える水を供給するため
に使われます。
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秋田県　五城目町

有効期限　　　　
　　　　　まで

エンゼルタクシー券エンゼルタクシー券
秋田県　五城目町

３０,０００円

№ 000

後期高齢者医療特別会計

高齢者の医療費を給付するために
使われます。

介護保険特別会計

介護が必要な方を支えるために、
介護サービス費を給付します。

障害認定事業特別会計

障害の程度を審査、認定するため
に使われます。

農業集落排水事業特別会計

都市計画区域以外の下水道整備や
汚水処理のために使われます。

下水道事業特別会計

環境を守る公共下水道の整備や汚
水処理のために使われます。

簡易水道事業特別会計

上水道区域以外の水道の管理運営
に使われます。

1億415万円

16億1,441万円

288万円

4,155万円

4億6,383万円

7,085万円



企
業
誘
致
は
地
道
に
努
力
を
続
け
る
必

要
が
あ
り
、
誘
致
活
動
を
通
じ
て
得
ら
れ

る
数
少
な
い
機
会
を
生
か
す
た
め
に
、
進

出
企
業
の
意
向
に
即
応
で
き
、
企
業
が
立

地
す
る
と
き
の
支
援
措
置
を
円
滑
に
講
ず

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
新
た
な
誘
致
戦

略
と
し
て
基
金
を
設
置
し
ま
す
。

こ
の
基
金
は
、
新
規
・
既
存
を
問
わ

ず
、
町
内
企
業
・
事
業
所
の
振
興
を
目
的

と
し
た
奨
励
措
置
に
も
充
当
で
き
る
こ
と

と
し
、
企
業
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、

進
出
意
欲
が
湧
く
よ
う
な
対
策
を
講
じ
ま

す
。平

成
23
年
度
の
早
朝
健
康
診
査
か
ら

は
、
平
成
23
年
４
月
１
日
を
基
準
に
、
40

歳
・
50
歳
の
方
へ
無
料
で
胃
が
ん
検
診
を

実
施
し
ま
す
。

な
お
、
対
象
者
に
は
無
料
券
を
送
付
し
、

受
診
し
て
い
た
だ
く
よ
う
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま

す
。木

材
需
要
拡
大
に
向
け
、「
五
城
目
産

木
材
需
要
拡
大
推
進
協
議
会
」
を
発
足
し
、

２
回
の
会
議
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

会
議
で
は
、
各
委
員
に
よ
る
現
状
や

課
題
な
ど
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
が
行
わ

れ
、
平
成
23
年
度
は
こ
れ
ら
の
課
題
な
ど

に
つ
い
て
の
対
策
や
支
援
に
つ
い
て
検
討

し
、
町
独
自
の
支
援
策
を
ま
と
め
、
今
後

の
林
業
振
興
を
図
り
ま
す
。

現
在
の
厳
し
い
雇
用
情
勢
の
中
、
緊

急
雇
用
創
出
臨
時
対
策
基
金
事
業
等
を
平

成
23
年
度
も
引
き
続
き
実
施
す
る
こ
と
と

し
、
22
事
業
で
64
人
の
雇
用
を
図
り
な
が

ら
、
雇
用
機
会
の
創
出
に
努
め
ま
す
。

地
方
道
路
整
備
事
業
で
は
、
西
野
矢
場

崎
線
の
道
路
改
良
工
事
、
田
町
線
の
側
溝

改
良
工
事
、
高
崎
広
ヶ
野
線
な
ど
の
舗
装

補
修
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
単
独
道
路
整
備
事
業
で
は
６
路

３３月議会定例会月議会定例会３月議会定例会
◆
◇
◆　

町
長
施
政
説
明
　

◆
◇
◆

施
政
説
明
を
行
う
渡
邉
町
長

平成23年３月議会定例会が、３
月７日から14日までの日程で開催
されました。議会では、「平成23
年度一般会計予算」など40案件が
可決・承認・認定されました。
今月号では、定例会初日に行わ

れた渡邉町長と伊藤教育長の施政
説明を要約して紹介します。

「 平成23年度一般会計予算」
など40案件が可決・承認・認定

04KOHO GOJOME No.921 2011.4.1

企
業
立
地
推
進
基
金
を
設
置

 

ま
ち
づ
く
り
課

胃
が
ん
検
診
の
一
部
無
料
化

 

町
民
福
祉
課

木
材
需
要
拡
大
を
推
進

 

産

業

課

雇
用
機
会
を
創
出

 

産

業

課

主
な
建
設
事
業

 

建

設

課



線
の
道
路
改
良
や
側
溝
改
良
を
予
定
し
て

い
る
ほ
か
、
橋
り
ょ
う
補
修
事
業
で
は
長

寿
命
化
修
繕
計
画
を
作
成
し
、
平
成
24
年

度
か
ら
順
次
、
修
繕
工
事
に
着
手
で
き
る

よ
う
進
め
ま
す
。

こ
の
春
、
町
内
の
小
学
校
を
卒
業
す
る

児
童
は
71
人
で
、
入
学
す
る
児
童
は
55
人

で
す
。
ま
た
、
五
城
目
第
一
中
学
校
を
卒

業
す
る
生
徒
は
77
人
で
、
入
学
す
る
生
徒

は
71
人
で
す
。

平
成
23
年
度
当
初
の
小
学
校
の
児
童
数

は
４
０
４
人
、
中
学
校
の
生
徒
数
は
２
２

５
人
、
幼
稚
園
の
園
児
数
は
37
人
と
な
る

見
込
み
で
す
。

五
城
目
小
学
校
の
耐
震
補
強
工
事
は
、

安
全
か
つ
適
切
に
進
め
ら
れ
、
１
月
31
日

に
工
事
が
完
了
し
、
２
月
10
日
に
竣
工
検

査
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
後
は
他
の
教
育
施
設
に
つ
い
て
も
、

経
年
変
化
等
を
観
察
し
な
が
ら
、
適
切
に

対
応
し
て
参
り
ま
す
。

月議会定例会３
◆
◇
◆　

教
育
長
施
政
説
明　
◆
◇
◆

五城目町企業立地推進基金条
例制定について
  企業誘致活動を促進し、地域産
業の活性化を図るため、支援措置
を円滑に進めることができるよう
基金を設置し、１億円を積み立て
ました。

指定管理者の指定について
　集会所など５施設の指定管理者
を、地区町内会の会長に指定しま
した。

平成22年度一般会計補正予算
　歳入歳出それぞれ3億1,980万円
の追加補正。補正後の予算総額は、
59億2,083万円。

平成23年度一般会計予算
　（２・３㌻をご覧ください）
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卒
業
生
と
新
入
生

 

学
校
教
育
課

五
小
の
耐
震
補
強
工
事
が
完
了

 

学
校
教
育
課

可決・承認・認定された
主な議案

施
政
説
明
を
行
う
伊
藤
教
育
長

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
で
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
心
よ
り
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
一
日
も
早
い
復
興
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
今
回
の
震
災
に
あ
た
り
、
義
援
金
や
救
援
物

資
の
提
供
な
ど
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

幸
い
に
し
て
当
町
に
お
い
て
は
、
地
震
の
直
接
的
な
被
害
は
な
か
っ
た

も
の
の
、
停
電
に
よ
る
断
水
な
ど
で
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
後
も
事
業
や
行
事
の
中
止
、
延
期
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
が

予
想
さ
れ
ま
す
が
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
こ

の
状
況
を
乗
り
切
っ
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

甚
大
な
被
害
を
受
け
た
被
災
地
に
対
し
て
、
当
町
と
い
た
し
ま
し
て

も
東
北
地
方
の
一
員
と
し
て
、
微
力
な
が
ら
い
ろ
い
ろ
な
形
で
支
援
し
て

参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
ご
理
解
く
だ
さ
る
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　

五
城
目
町
長　

渡　

邉　

彦
兵
衛

ご協力ありがとうございます

現在の義援金総額は 3,213,051 円です（３月29日現在）
町と町社会福祉協議会では、９月30日㈮まで、被災地支援のための義援金を受け付けます。
お問い合わせ　町被災地支援対策室（☎852・5112）、町社会福祉協議会（☎852・5192）

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

町
民
�
皆
�
�
�
�
協
力
�
感
謝
�
�
�

－五城目町災害対策・支援の経過－

【３月11日㈮】 14：46  東北地方太平洋沖地震発生（M9.0）
   町では震度４を記録
  全町で停電発生
 15：05 「町災害警戒対策室」を設置
【３月12日㈯】 8：00 全町断水を実施
 20：30 全町が停電から復旧
【３月13日㈰】 15：30  岩手県大槌町への旅行者36名

が、全員無事に役場へ到着
 22：00 町水道関係が全面復旧
【３月16日㈬】 7：00  大槌町へ支援物資搬送（第１回、

ワゴン車１台）
 12：00  義援金・救援物資を受付開始
【３月17日㈭】 8：00  大槌町への直接搬送救援物資を受

付
【３月18日㈮】 7：00  大槌町へ支援物資搬送（第２回、

２tトラック１台・ワゴン車1台）
【３月27日㈰】 10：00  姉妹都市の千代田区へ、非常用物

資（飲料水）を搬送
【３月28日㈪】 8：30  被災地支援の窓口として「町被災

地支援対策室」を設置
【３月30日㈬】   県町村会をとおし、町から義援金

220万円を支出



平
成
20
年
11
月
に
設
立
し
た

日
本
吹
き
矢
連
盟
五
城
目
教
室

（
代
表
：
加
藤
禎
二
さ
ん
・
畑
町
）

が
、
４
月
１
日
か
ら
同
連
盟
の

公
認
を
受
け
、「
秋
田
中
央
五
城

目
支
部
」
に
な
り
ま
し
た
。

同
教
室
は
、
以
前
か
ら
秋
田

中
央
支
部
で
の
活
動
に
参
加
し

て
い
た
加
藤
さ
ん
ら
を
中
心
に
、

内
川
地
区
公
民
館
で
活
動
を
開

始
。
生
涯
学
習
課
が
行
う
「
高

齢
者
体
力
づ
く
り
教
室
」
で
の

実
施
要
望
な
ど
に
応
え
な
が
ら
、

富
津
内
地
区
公
民
館
に
場
所
を

移
し
、
現
在
は
15
人
の
会
員
で

月
に
４
回
ほ
ど
活
動
さ
れ
て
い

る
そ
う
で
す
。

加
藤
さ
ん
に
よ
る
と
、「
腹
筋

を
使
う
腹
式
呼
吸
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
健
康
効
果
も
あ
る
。
季
節

や
場
所
を
問
わ
ず
、
誰
で
も
楽

し
く
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
」
と
の

こ
と
。
支
部
に
な
る
こ
と
で
、

検
定
試
験
も
身
近
で
行
え
る
な

ど
、
活
動
の
幅
も
拡
大
。「
吹
く

と
き
は
集
中
す
る
が
、
疲
れ
た

り
体
調
が
悪
か
っ
た
り
し
た
ら

休
む
。
無
理
を
せ
ず
、
会
員
み

ん
な
で
楽
し
く
活
動
し
て
い
く

こ
と
が
モ
ッ
ト
ー
」
と
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

※ 

日
本
吹
き
矢
連
盟
秋
田
中
央

五
城
目
支
部
で
は
、
入
会
希

望
者
を
随
時
受
け
付
け
て
い

る
そ
う
で
す
。
詳
細
は
代
表
：

加
藤
禎
二
さ
ん
（
☎
８
５
２
・

２
４
３
６
）
ま
で
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地方自治功労表彰
２月24日、長年にわたり町議

会議員を務められ、地方自治の振
興に貢献されている佐藤成孝さん
（雀舘）が、地方自治功労者とし
て県町村議会議長会より表彰され
ました。

３月８日、秋田地方総合庁舎
で行われた「元気なふるさと秋
田づくり地域活動表彰式」で、
GOJOME夢舞明人（舘岡陽子
代表）が秋田地域振興局長より
表彰されました。
同表彰は、秋田地域振興局管内で自主的・

主体的な地域活動に取り組んでいる団体や
個人を表彰するもので、今回が４回目。
町のイベントでもおなじみのGOJOME
夢舞明人は、現在メンバー70人の創作ダ
ンスグループで、華やかで躍動感あるダン
スはいつも観衆を魅了し、イベントを盛り
上げてくれています。

元気なふるさと秋田づくり
地域活動表彰

地方自治功労者
佐　藤　成　孝さん

腹
筋
を
使
う「
呼
吸
の
ス
ポ
ー
ツ
」

日
本
吹
き
矢
連
盟
五
城
目
支
部
が
誕
生

叙 勲
このたび、永井慶二郎さん（川原町）

が瑞宝双光章を受章されました。

瑞宝双光章
永　井　慶二郎さん

永井さんは、昭和21年から
36年間にわたって教職を務め
られ、その間教頭16年、校長
９年を歴任し、学校教育の充
実に大きく貢献されたほか、退
職後は町教育委員会委員長や
町野球協会会長を務められ、
教育行政の進展やスポーツの
振興にも大きく貢献されました。



　冬季休業していた馬場目北ノ又の「釣
りキチ三平の家」は、４月１日㈮から一
般公開を再開します。

▼公開時間　午前９時～午後５時
※ 周辺には民家がありますので、駐車場所
を守り、敷地外には立ち入らないようお
願いします。

「釣りキチ三平の家」
４月１日㈮から一般公開を再開
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アルミ缶回収協力者表彰
2月23日、町老人クラブ連合会（佐々木憲夫会

長）が、平成22年度アルミ缶回収協力者として、
アルミ缶リサイクル協会から表彰されました。
同会が表彰されるのは、平成15年度に引き続

き、今回が２回目。平成22年度は約８㌧のアル
ミ缶を回収した
という同会の活
動は、平成12年
度から続けられ
ており、これま
での累計で約70
㌧、200万本を
超えるアルミ缶
を回収されてい
るとのことです。

　特別養護老人ホーム「広青苑」では、施設の
拡張工事が完了し、入居可能ベット数が30床
増えました。
　利用者が入居される前に、下記の日程で施設
を一般公開しますので、ぜひご来場ください。

▼期　日　４月８日㈮

▼時　間　午前９時30分～午後５時
※ どなたでも見学できます。職員がご案内しま
すので、正面入口脇の事務室にお立ち寄りく
ださい。
※ 施設内の感染予防のため、体調の悪い方はご
遠慮ください。

30床が増床した「広青苑」で
増床部分を一般公開

お問い合わせ　特別養護老人ホーム
「広青苑」（☎852・5400）

　冬季休業していた農家レストラン「清
流の森」と宿泊施設「盆城庵」は、4月
22日㈮から営業を再開します。
　「清流の森」では、季節の山菜と地場
産食材をふんだんに使ったメニューを提
供していきます。「盆城庵」とあわせて、ぜひご利用ください。

▼農家レストラン「清流の森」
　◆営業時間　 午前11時～午後３時（ラストオーダー：午後2時30分）

　◆定 休 日　木曜日
　◆メニュー　清流定食　1,000円、春いっぱい丼

どん

　600円

▼宿泊施設「盆城庵」
　茅

かや ぶ

葺き屋根の古民家を改修した自炊の宿。1日1組限定です。

「清流の森」・「盆城庵」
4月22日㈮から営業再開

お問い合わせ　清流の会（☎853・2577）

お問い合わせ　役場商工振興課（☎852・5222）
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お子さんの健康診査の日程を確認してください お問い合わせは
　健康福祉課
（☎852・5180）まで※健康診査には母子手帳、アンケート用紙、歯ブラシなどをお持ちください。

元気な歯っていいね！
３歳児歯科健康診査
虫歯ゼロ（3月17日健診）

『三つ子の魂百まで・・・』といわれます
が、３歳は心身の発達上、節目となり極め
て重要です。
この時期に乳歯の歯列はほぼ完成するの

で、家族みんなで協力しあい、正しい歯の
健康維持について基本を身につけましょう。

□□　□□ちゃん
（□　□）

□□　□□ちゃん
（□□□）

□□□□□くん
（□□□□）

□□□□□くん
（□□□）

□□　□□くん
（□□□□）

□□　□□ちゃん
（□　□）

●乳児健康診査
健　　診　　日 ４か月　【受付12：40～13：00】 ７か月　【受付13：15～13：30】 10か月　【受付13：15～13：30】

平成23年 4月18日㈪ 平成22年12月生 平成22年 9月生 平成22年 6月生
5月16日㈪ 平成23年 1月生 平成22年10月生 平成22年 7月生
6月 6日㈪ 平成23年 2月生 平成22年11月生 平成22年 8月生
7月11日㈪ 平成23年 3月生 平成22年12月生 平成22年 9月生
8月22日㈪ 平成23年 4月生 平成23年 1月生 平成22年10月生
9月26日㈪ 平成23年 5月生 平成23年 2月生 平成22年11月生
10月17日㈪ 平成23年 6月生 平成23年 3月生 平成22年12月生
11月21日㈪ 平成23年 7月生 平成23年 4月生 平成23年 1月生
12月19日㈪ 平成23年 8月生 平成23年 5月生 平成23年 2月生

平成24年 1月30日㈪ 平成23年 9月生 平成23年 6月生 平成23年 3月生
2月20日㈪ 平成23年10月生 平成23年 7月生 平成23年 4月生
3月26日㈪ 平成23年11月生 平成23年 8月生 平成23年 5月生

●１歳児健康相談 ●１歳６か月児健康診査

実　施　月　日 生まれた年月
【受付10：00～10：30】 健　　診　　日 生まれた年月

【受付12：45～13：15】
平成23年 4月22日㈮ 平成22年 3月・ 4月 平成23年 7月 4日㈪ 平成21年 9月～12月

6月24日㈮ 平成22年 5月・ 6月 9月29日㈭ 平成22年 1月～ 3月
8月26日㈮ 平成22年 7月・ 8月 12月 5日㈪ 平成22年 4月・ 5月
10月28日㈮ 平成22年 9月・10月 平成24年 3月 1日㈭ 平成22年 6月～ 8月
12月16日㈮ 平成22年11月・12月

平成24年 2月24日㈮ 平成23年 1月・ 2月

●２歳児歯科健康診査 ●３歳児健康診査

健　　診　　日 生まれた年月
【受付12：40～13：10】 健　　診　　日 生まれた年月

【受付12：45～13：15】
平成23年 5月26日㈭ 平成20年 9月～12月 平成23年 6月20日㈪ 平成19年 9月～12月

9月15日㈭ 平成21年 1月～ 3月 9月 5日㈪ 平成20年 1月・ 2月
11月24日㈭ 平成21年 4月～ 6月 11月 7日㈪ 平成20年 3月・ 4月

平成24年 1月26日㈭ 平成21年 7月・ 8月 平成24年 2月 2日㈭ 平成20年 5月・ 6月
3月15日㈭ 平成20年 7月・ 8月



チャイル
ドシ
ー
トの

購
入
費
を
補
助
し
ま
す

　

町
で
は
、チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
購

入
さ
れ
た
方
に
、費
用
の
一
部
を
補
助
し

て
い
ま
す
。

▼
対　
　
　

象

　

 　

町
内
に
住
所
を
有
す
る
就
学
前
の

乳
幼
児
の
た
め
に
、
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
を
購
入
さ
れ
た
町
内
に
お
住

ま
い
の
方

▼
補　

助　

額

　

 　

購
入
費
用
の
２
分
の
１

（
限
度
額
１
万
２
千
円
）

　

 

※
子
ど
も
１
人
に
１
台
分

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

　

●
領
収
書

　

● 

保
証
書
や
取
扱
説
明
書
、
製
造
元

と
商
品
名
が
確
認
で
き
る
書
類

　

●
印
鑑

　

● 

払
込
先
の
金
融
機
関
名
と
口
座
番

号

※ 

申
請
は
、
子
ど
も
が
生
ま
れ
て
か
ら

と
な
り
ま
す
。

※ 

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、

役
場
健
康
福
祉
課
（
☎
８
５
２
・
５

１
８
０
）
ま
で

▲

受付時間　午後１時30分から午後２時まで

※ ＢＣＧ予防接種は、乳児健診（４か月）のときに
　役場１階保健室で接種します。

平成23年度のポリオ接種日程表
■接種場所　千葉内科医院　☎852・2235

月 日 種　　別 対　象　年　齢

６月
15日㈬ ポリオ 2回目 H22. 3月～H22. 6月生まれ

22日㈬ ポリオ 1回目 H22.11月～H23. 1月生まれ

10月
19日㈬ ポリオ 2回目 H22. 7月～H22.10月生まれ

26日㈬ ポリオ 1回目 H23. 2月～H23. 5月生まれ

H24
２月

15日㈬ ポリオ 2回目 H22.11月～H23. 2月生まれ

22日㈬ ポリオ 1回目 H23. 6月～H23. 8月生まれ

３月 21日㈬ ポリオ 1回目
H23. 9月～H23.10月生まれ

接種機会を逃した方

「わんぱーく」に来てね！

遊びに
　　おい

でよ

「わんぱ く」来 ！

　　おい
でよ

　　おい
でよ

もりやまこども園
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健健 診・診・予 防 接 種予 防 接 種
お知らせカレンダーお知らせカレンダー
健 診・予 防 接 種
お知らせカレンダー4月

■　健　　診　■
18日　乳児健康診査
対象　平成22年12月生まれ

12時40分～13時
　　　平成22年６月、９生まれ

13時15分～13時30分
場所　役場１階保健室
※４か月児のみＢＣＧ予防接種

22日　１歳児健康相談
対象　平成22年３月、４月生まれ
受付　10時～10時30分
場所　役場１階保健室

■　そ の 他　■
12日・26日　母子手帳交付・妊婦相談
受付　９時～15時
場所　健康福祉課

健康福祉課　☎８５２・５１８０

　子育てのこと、お子さんの健康
のことなどについて、保育士や同じ
子育て中の皆さんとお話してみま
せんか。
気軽に遊びに来てください。

▲  

４月28日㈭　※予定
　もりやまこども園▲

時　間　午前９時30分～
午前11時30分

※ お問い合わせは、五城目保育園
（☎852・3805）まで
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果物が大好き

□□　□さん（谷地中）

♦90歳を迎えられた方（３月20日現在）
　3月 7日　□□□□□さん（浦横町）
　3月20日　□□　　□さん（谷地中）

家族と一緒に食事
をしたり、出かけた
りするのが楽しみだ
という□さん。果物
が大好きで、特にリ
ンゴは、若い時から
１日１個は欠かさず
食べ続けているとの
ことでした。
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町では、ねたきり高齢者または認知症高齢者を介護
している家族に、介護慰労金を支給します。

▼対　象　 　在宅で月15日以上介護している、五城目
町に住所を有する家族の方で、介護を受け
ている方が次の場合。

　❶  65歳以上で要介護４または５と認定されている。
　❷  65歳以上で「認知症高齢者の日常生活自立度基

準」のランクⅡa以上の状態である。
※ すでに申し込んでいる方は、手続きの必要はありま
せん。

ねたきり高齢者等
介護慰労金支給制度の
お知らせ

お申し込み・お問い合わせ
役場健康福祉課（☎852・5128）

町では、今年度から腎臓機能障害で人工透析療法を
受けるため医療機関へ通院されている方へ、通院費の
一部を支給します。

▼対　象　 　町在住で、障害者手帳を持っている方
　※ 医療機関の送迎を受けている方を除く

人工透析で通院されている方へ
通院費の一部を支給

お申し込み・お問い合わせ
役場健康福祉課（☎852・5128）

町で90歳を迎えられた方をご紹介します

果物 大好

町で90歳を迎えられた方をご紹介します元気に長生き！※ 掲載を希望しない方
は、お祝いに伺う際
にお知らせください。

月20日現在）

さん（浦横町）

さん（谷地中）

これからも
　　

　お元気で
。

　東北地方太平洋沖地震の余波がまだまだ続く日々に加
え、４月という年度の節目も重なり、いつもの年よりな
んだか心も体も落ち着かない季節を迎えています。
　こんな時だからこそ、心の健康管理が大切です。

・なんだか目覚めがスッキリしない。
・体の疲れがとれない。
など、良くないサインが２週間以上続く場合は要注意。
　そのままにしておくと、頭痛や不眠、血圧変動などの症
状として表れてくる場合があるので、生活スタイルを見直
す必要があります。

　自分のちょっとした変化や体からの声を見逃さないよ
う、気を配っておきましょう。
 健康福祉課　保健師

体調の変化に
気付いていますか？

こころはればれ
通信　Vol.54

町食生活改善推進協議会の推進員が各地区に出向き、
皆さんの健康づくりのお手伝いをします。

▼内　容　 　高齢者の低栄養・若年者の生活習慣病を
予防するための、おはなしや調理実習など

▼対　象　　町在住の方

▼実施期間　７月１日㈮から10月31日㈪の平日

▼受付期間　４月28日㈭まで
※ 役場健康福祉課へ、電話でお申し込みください。
※会場の手配・準備は各団体でお願いします。

「 健康増進のための出前講座」
申し込みを受け付けます

お申し込み・お問い合わせ
役場健康福祉課（☎852・5180）
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公共建設工事等入札結果　平成22年度下半期
 　契約額が500万円未満の工事などに
ついては役場総務課で閲覧できます。
（工事名、契約額、落札業者）

▲  

平成22年度上町線側溝改良工事　
987万円　㈱菅与組五城目支店　菅
原孝次郎▲  

平成22年度小倉地区水道施設建設事
業配水管布設工事（1工区）　1,223万
9,850円　㈲小玉水道施設五城目営
業所　小玉孝四郎▲  

平成22年度小倉地区水道施設建設事
業配水管布設工事（2工区）　1,604万
6,100円　畑澤電設　畑澤忠一郎▲  

平成22年度小倉地区水道施設建設事
業配水管布設工事（3工区）　1,971万
5,850円　㈲フタダ　二田紀義▲  

平成22年度五城目第一中学校外構舗
装工事　1,627万5,000円　㈱菅与
組五城目支店　菅原孝次郎

▲  

平成22年度五城目町ストックヤード
建設工事　4,305万円　三和興業㈱
　武田鋭彦▲  

平成22年度まちづくり交付金事業赤
レンガ倉庫跡地建物外構整備工事（2
工区）　1,848万円　㈲今村建設　今
村宏▲  

平成22年度五城目町公共下水道事業
H22201号管路施設工事　1,144万
5,000円　㈱高千建設　小玉清人▲  

平成22年度五城目町公共下水道事業
H22202号管路施設工事　2,068万
5,000円　㈱セコー　加藤政之▲  

平成21年度内川保育園解体工事（繰
越）　900万9,000円　㈲森山建設　
佐藤輝夫▲  

平成22年度五城目町公共下水道事
業H22203号管路施設工事　742万
8,750円　日本電機興業㈱　進藤正己

▲  

平成22年度五城目町公共下水道事業
H22102・T22102号管路施設工事　
556万5,000円　㈲森山建設　佐藤
輝夫▲  

平成21年度（繰越）入船通線側溝改良
工事　1,150万8,000円　㈲佐藤組
　佐藤健▲  

平成22年度五城目町公共下水道事業
H22103・T22103号管路施設工事　
1,638万円　八重樫建設㈱秋田支店
　佐藤隆志▲  

平成22年度五城目町公共下水道事業
H22204号管路施設工事　1,963万
5,000円　㈲佐々木建設　佐々木廣晴▲  

平成22年度五城目町ストックヤード
外構工事　1,858万5,000円　㈱セ
コー　加藤政之▲  

平成22年度まちづくり交付金事業
まちなかサイン設置工事　635万
2,500円　㈲今村建設　今村宏

勤務の詳細や必要な資格、応募方法、募集期間などに
ついては、それぞれの連絡先へお問い合わせください。
※ 当基金事業、緊急雇用制度での従事期間は、１人１年
間となっています。

❶生涯学習課事務補助員 ･････････････････････････ １名

　 ▼仕事内容　社会体育事業の事務補助

　 ▼就労期間　５月１日㈰～平成24年３月末

　 ▼勤務時間　午前８時30分～午後５時30分

　 ▼基本賃金　5,600円（日額）
　※お問い合わせ　生涯学習課（☎852・4411）

〔委託事業〕
❶限界集落活性化モデル事業 ･････････････････････ ５名

　 ▼仕事内容　 特産品開発、限界集落の調査、グリーン
ツーリズム等イベントの企画、実施

　 ▼就労期間　平成24年３月末まで

　 ▼基本賃金　5,600円（日額）　※委細面談
　※お問い合わせ　内川再生の会（☎877・2992）

❷ 環境にやさしい循環型社会構築事業 ･････････････ ５名

　 ▼仕事内容　 生ごみリサイクルに関する業務、堆肥製
造、微生物堆肥のPR事業等

　 ▼就労期間　平成24年３月末まで

　 ▼勤務時間　午前８時30分～午後５時30分

　 ▼基本賃金　6,800円（日額）
　※お問い合わせ　エコトピア湖東（☎852・3355）

❸特別保育支援事業 ･････････････････････････････ ２名

　 ▼仕事内容　 障害のある園児の保育サポート

　 ▼就労期間　平成24年３月末まで

　 ▼勤務時間　午前８時30分～午後５時30分

　 ▼基本賃金　5,400円（日額）
　※お問い合わせ　五城目保育園（☎852・3805）

秋田県緊急雇用創出臨時対策基金事業
働く方を募集します！

昨年度から開始した、「子宮頸がんワクチン」接種費
用の全額助成は、接種対象者を「高校２年生」までに拡
大し、今年度も継続します。

▼接種対象者 　 中学１年生～高校２年生（平成６年４月
２日～平成11年４月１日生まれ）

▼接 種 方 法　 接種医療機関に直接予約して接種を受け
てください。

※ 対象者には後日、個別に通知します。接種医療機関
は、通知に記載しています。

子宮頸
けい

がん予防ワクチン
全額助成を今年度も継続します

お問い合わせ　役場健康福祉課（☎852・5180）

　昨年度まで毎月発行していた、国民健康保険の「医療
費通知書」は、平成23年度から年６回（５月・７月・
９月・11月・１月・３月）の発行となります。
　なお、通知書に記載される医療機関を受診した場合の
記録は、発行月から３～４か月前の診療分です。（例：
５月発行分には、１月・２月の診療分）

国民健康保険の「医療費通知書」
発行回数を年６回にします

お問い合わせ　役場健康福祉課（☎852・5108）
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☎☎町の組織機構が変わりました

役場１階

■住民生活課 住 民 生 活 係 ☎　852・5112

■健康福祉課 健 康 福 祉 係

福 祉 担 当 ☎　852・5128

介 護 担 当 ☎　852・5107

国 保 担 当 ☎　852・5108

保健介護担当 ☎　852・5180

■住民生活課・健康福祉課へのファクス 5　852・5367

■出　納　室 ☎　852・5152

■税　務　課 ☎　852・5144

■出納室・税務課へのファクス 5　852・5604

■地域包括支援センター ☎　855・1070

■地域包括支援センターへのファクス 5　855・1718

役場２階

■農林振興課 農 業 振 興 係 ☎　852・5215

林 業 振 興 係 ☎　852・5233

■商工振興課 商工業振興係 ☎　852・5222

朝市観光振興係 ☎　852・5222

■農業振興課・商工振興課へのファクス 5　852・5369

■農業委員会 ☎　852・5295

■農業委員会へのファクス 5　852・9022

■建　設　課 建 設 係 ☎　852・5252

都 市 整 備 係 ☎　852・5263

上 下 水 道 係 ☎　852・5133

■建設課へのファクス 5　852・5368

役場３階

■総　務　課 総 務 係 ☎　852・5332

財 政 係 ☎　852・5322

■総務課へのファクス 5　852・5399

■選挙管理委員会 ☎　852・5318

■まちづくり課 まちづくり係 ☎　852・5361

企 業 誘 致 係 ☎　852・5361

広 報 公 聴 係 ☎　852・5342

■まちづくり課へのファクス 5　852・3151

■学校教育課 ☎　852・5372

■学校教育課へのファクス 5　852・5370

役場４階

■議会事務局 ☎　852・5411

■議会事務局へのファクス 5　852・5402

役場庁舎以外

■生涯学習課（町民センター） ☎　852・4411

■生涯学習課へのファクス 5　852・4414

■消　防　署 ☎　852・2028

■消防署へのファクス 5　852・4367

■五城目幼稚園 ☎　852・3421

■馬場目保育園 ☎　853・2321

■クリーンセンター ☎　854・2040

■浄　水　場 ☎　852・2510

■杉沢交流センター「友愛館」 ☎　853・2320

事務室の配置や、直通の電話・ファクス番号は、次のとおりです

今後10年間のまちづくりを考える
新総合発展計画（H24～H33年度）を策定

課
と
係
を

変
更
・
新
設
し
ま
し
た

 

４
月
１
日
か
ら
、行
政
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
、

町
の
組
織
機
構
を
一
部
変
更
し
ま
し
た
。

変
更
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
窓
口
や
事
務
室
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

♦ 

町
民
福
祉
課
を
、「
住
民
生
活
課
」
と
「
健
康

福
祉
課
」
に
分
割
。

♦ 

産
業
課
を
、「
農
林
振
興
課
」
と
「
商
工
振
興

課
」
に
分
割
。

　

・ 

農
林
振
興
課
に
、「
農
業
振
興
係
」
と
「
林

業
振
興
係
」
を
設
置
。

　

・ 

商
工
振
興
課
に
、「
商
工
業
振
興
係
」
と

「
朝
市
観
光
振
興
係
」
を
設
置
。

♦ 

ま
ち
づ
く
り
課
に
、「
企
業
誘
致
係
」を
新
設
。

♦ 

建
設
課
の
水
道
係
と
下
水
道
係
を
、「
上
下
水

道
係
」
に
統
合
。



新
し
い
ま
ち
づ
く
の
た
め
に

皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

　

町
の
全
世
帯
を
対
象
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
新
し
い
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
に
、
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※
世
帯
内
の
ど
な
た
が
記
入
い
た
だ
い
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

▼
実
施
期
間　

４
月
４
日
㈪
〜
15
日
㈮

▼
回
収
期
日　

４
月
18
日
㈪

※ 

回
収
に
伺
う
町
政
協
力
員
に
渡
し
て
い
た
だ
く
か
、

　

期
日
ま
で
に
郵
便
ポ
ス
ト
に
投と

う
か
ん函

し
て
く
だ
さ
い
。
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総合発展計画の策定、町民まちづくりアンケートについてのお問い合わせは
役場まちづくり課（☎852・5361）まで

今後10年間のまちづくりを考える
新総合発展計画（H24～H33年度）を策定

こ
れ
ま
で
の
総
合
発
展
計
画
（
H14
〜
H23
）

▼
基
本
理
念

　
　

「 

思
い
や
り
と
活
力
に
満
ち
た
ふ
る
さ
と
の
創
生
」

▼
基
本
目
標

　
　

１
． 

自
然
に
や
さ
し
い
「
環
境
の
世
紀
」
へ

　
　

２
． 

躍
進
す
る
「
産
業
の
世
紀
」
へ

　
　

３
． 

心
や
す
ら
ぎ
、
健
や
か
に
暮
ら
せ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
人
間
の
世
紀
」
へ

　
　

４
． 

学
び
育

は
ぐ
く

み
、
創
造
す
る
「
希
望
の
世
紀
」
へ

　
　

５
． 

町
民
と
と
も
に
歩
む
「
信
頼
の
世
紀
」
へ

町
で
は
、
平
成
14
年
３
月
に
「
新
世
紀
総
合
発
展
計
画
」

を
策
定
し
、「
思
い
や
り
と
活
力
に
満
ち
た
ふ
る
さ
と
の
創
生
」

を
目
指
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
計
画
的
に
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
こ
の
発
展
計
画
が
平
成
23
年
度
で
目
標
年
次

を
迎
え
、
現
在
や
こ
れ
か
ら
の
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し

た
、
新
た
な
計
画
の
策
定
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
町
の
現
状
や
希
望
な
ど
、
町
民
の
皆
さ
ん
が

日
ご
ろ
考
え
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
全
世
帯
を
対
象
に
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、
地
区
懇
談
会
の
開
催
な

ど
で
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
参
加
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

新
た
な
計
画
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
10
年
間
の
ま
ち
づ
く

り
の
基
本
方
針
を
示
す
も
の
で
、
町
が
こ
れ
か
ら
行
う
す
べ

て
の
施
策
や
事
業
は
、
こ
の
計
画
に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ
て

い
き
ま
す
。

策
定
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル（
予
定
）

【
４
月
】
・
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
実
施

　
　
　
　

・
策
定
審
議
会
を
設
置
（
以
降
、
随
時
開
催
）

【
６
月
】
・
地
区
策
定
懇
談
会
の
設
置
・
開
催（
１
回
目
）

【
９
月
】
・
計
画
素
案
の
完
成

【
11
月
】
・
地
区
策
定
懇
談
会
の
開
催（
２
回
目
）

【
２
月
】
・
策
定
審
議
会
か
ら
町
へ
答
申

　
　
　
　

・
計
画
原
案
の
完
成

※ 

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
や
計
画
素
案
な
ど
、
策
定
情
報
は
広
報

な
ど
で
随
時
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。



新しい朝市の休憩・イベント施設

「五城目朝市ふれあい館」が４月１日㈮にオープン
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朝市通り周辺地区のまちづくり

▼都市再生整備計画事業の事後評価結果を公表します
　平成18年度から朝市通り周辺地区で赤レンガ倉庫の
再整備事業などに取り組んだ都市再生整備計画事業
（旧まちづくり交付金事業）が、平成22年度で完了し
ました。
　このたび、昨年11月に皆さんからいただいたご意見
を参考にしながら、各事業の成果や今後のまちづくり
の方向性などについて、事後評価委員会で有識者を交
えた審議を行い、事後評価結果として取りまとめまし
たので、皆さんに公表します。

▼公表期間　平成24年３月31日まで

▼公表場所　 町ホームページまたは役場２階の商工振
興課

▼都市再生整備計画事業で実施した事業の一部
　　　　　　・赤レンガ倉庫の再整備
　　　　　　・町道下タ町線の側溝整備
　　　　　　・アーチの整備

赤
レ
ン
ガ
倉
庫
の
再
整
備

下
タ
町
線
の
整
備

ま
ち
な
か
サ
イ
ン
整
備（
ア
ー
チ
）

整備後

整備前

お問い合わせは、役場商工振興課（☎852・5222）

お問い合わせは、役場商工振興課（☎852・5222）

昨
年
の
４
月
か
ら
施
設
の
一
部
開
放
を

始
め
て
い
た
、
朝
市
通
り
の
赤
レ
ン
ガ
倉

庫
跡
地
建
物
は
、「
五
城
目
朝
市
ふ
れ
あ

い
館
」
と
し
て
、
４
月
１
日
㈮
に
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。

建
物
の
延
べ
床
面
積
は
、
６
３
１
・
８

㎡
で
、
駐
車
場
な
ど
の
外
構
工
事
を
含
め

た
建
設
工
事
費
は
、
約
２
億
６
、
２
０
０

万
円
。
木
造
平
屋
建
で
、
内
部
は
「
多
目

的
ホ
ー
ル
」
や
「
会
議
室
」、「
調
理
室
」

が
あ
り
、
朝
市
イ
ベ
ン
ト
で
の
拠
点
機
能

は
も
ち
ろ
ん
、
各
種
会
議
や
展
示
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
で
の
活
用
が
可
能

で
す
。
ま
た
、長
年
に
わ
た
り
要
望
が
あ
っ

た
朝
市
来
場
者
向
け
の
ト
イ
レ
も
併
設
さ

れ
、
朝
市
を
訪
れ
る
皆
さ
ん
の
利
便
性
も

高
ま
り
ま
し
た
。

今
後
は
朝
市
の
開
催

に
か
か
わ
ら
ず
使
用
で

き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

※ 

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地

震
の
影
響
で
、
建
設
資

材
の
確
保
が
困
難
と
な

り
、
３
月
中
に
予
定
し

て
い
た
外
構
工
事
の
完

成
が
延
期
さ
れ
ま
し
た
。

施
設
の
し
ゅ
ん
工
式
、

名
称
採
用
者
へ
の
表
彰

は
、
外
構
工
事
完
成
後

の
５
月
頃
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

▼施設の開放時間

　午前８時30分～午後５時
　（夜間使用時は、午後９時まで）
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江戸時代の紀行家
菅江真澄の足跡をたどる　連載「菅江真澄が五城目町を歩いた道」

「 

菅
江
真
澄
が
見
た
、江
戸
時
代
後
期
の
五
城
目
町
や
そ
の
周
辺
は
、

ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
？
」

菅
江
真
澄
は
、
県
内
の
名
所

や
史
跡
、
風
景
な
ど
を
図
絵
や

文
章
で
記
録
し
、
地
誌
の
編
さ

ん
に
取
り
組
む
な
ど
、
秋
田
県

に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
、
江

戸
時
代
後
期
の
紀
行
家
・
博
物

学
者
で
す
。

生
涯
の
中
で
、
東
北
地
方
や

北
海
道
な
ど
を
広
く
巡
っ
て
い

ま
す
が
、
中
で
も
一
番
長
い
時

間
を
過
ご
し
た
の
が
秋
田
で
、

48
歳
か
ら
亡
く
な
る
ま
で
の
約

28
年
間
を
過
ご
し
、
五
城
目
町

に
も
10
回
に
わ
た
っ
て
訪
れ
た

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
教
育
委
員
会
で
は
、「
菅
江

真
澄
の
歩
い
た
道
」
へ
標
柱
と

説
明
板
を
設
置
す
る
事
業
を
開

始
し
ま
し
た
。こ
れ
を
機
に
、「
五

城
目
町
で
の
菅
江
真
澄
の
足

跡
」、
そ
し
て
「
当
時
の
五
城
目

町
の
様
子
」
を
、
町
文
化
財
保

護
審
議
会
会
長
で
菅
江
真

澄
の
研
究
を
さ
れ
て
い
る

伊
藤
敏
雄
さ
ん
の
執
筆
の

も
と
で
振
り
返
る
と
と
も

に
、
新
た
に
見
え
て
く
る

地
域
の
魅
力
な
ど
を
お
伝

え
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

♦
「
菅
江
真
澄
」
と
い
う
人

宝
暦
４
（
１
７
５
４
）
年
、
三

河
国
（
愛
知
県
）
渥
美
郡
（
豊
橋

市
周
辺
）
で
生
ま
れ
た
真
澄
は
、

20
歳
代
に
国
文
学
や
本
草
学
を
学

ん
だ
。
真
澄
の
姓
は
「
白
井
」
幼

名
は
「
英
二
」、
こ
の
ほ
か
に
、

ペ
ン
ネ
ー
ム
と
し
て
知
之
、白
超
、

秀
超
な
ど
と
名
乗
っ
て
い
る
が
、

天
明
３
（
１
７
８
３
）
年
、
旅
に

出
て
か
ら
は
白
井
秀
雄
を
名
乗
っ

て
い
る
。
享
和
元
（
１
８
０
１
）

年
か
ら
は
一
時
期
「
白
井
真
澄
」

を
名
乗
る
。
文
化
７（
１
８
１
０
）

年
の
日
記
「
氷ひ

お魚
の
村
君
」
か
ら

菅
江
真
澄
と
名
乗
る
こ
と
に
な

る
。
こ
の
日
記
に
は
、
五
城
目
町

谷
地
中
に
あ
る
佐
藤
家
の
正
月
行

事
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
佐
藤
家

に
残
っ
て
い
る
条
幅
に
「
菅
江
真

澄
」と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
が
「
菅
江
真
澄
」
の
初
見
と

さ
れ
て
い
る
。
以
後
、文
政
12（
１

８
２
９
）
年
に
亡
く
な
る
ま
で
お

よ
そ
20
年
間
は
、「
菅
江
真
澄
」

を
名
乗
り
、
秋
田
の
人
び
と
に
も

親
し
ま
れ
、
ま
た
、
記
録
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

♦
菅
江
真
澄
の
故
郷
で
は

真
澄
が
生
ま
れ
た
と
こ
ろ
は
三

河
の
ど
こ
だ
っ
た
か
、
は
っ
き
り

わ
か
っ
て
い
な
い
。
ど
う
い
う
理

由
か
ら
か
、
真
澄
自
身
そ
れ
を
明

ら
か
に
書
き
残
し
て
い
な
い
。
後

年
、
秋
田
に
来
て
か
ら
ば
か
り
で

な
く
、
旅
に
出
て
当
初
か
ら
ど
こ

へ
い
っ
て
も
故
郷
の
あ
り
か
を
あ

ま
り
語
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
真
澄
は
日
記
や
随
筆
な
ど
を

数
多
く
書
い
て
い
る
が
、
そ
の
著

書
の
ど
こ
を
見
て
も
、
自
分
の
生

家
の
あ
り
か
を
は
っ
き
り
記
し
た

も
の
は
な
い
。
も
っ
と
も
故
郷
や

父
母
を
懐
か
し
く
追
憶
し
た
個
所

が
い
く
つ
も
あ
る
が
、
確
か
な
地

名
を
書
い
て
い
な
い
。
ど
こ
で
ど

う
い
う
修
業
を
し
て
き
た
人
間
か

を
語
ら
ね
ば
な
ら
な
い
時
は
、
生

涯
の
内
に
必
ず
い
く
ど
か
あ
っ
た

は
ず
で
あ
る
。そ
の
よ
う
な
時
は
、

お
そ
ら
く
次
の
よ
う
に
答
え
て
い

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

「
三
河
国
の
吉
田
（
豊
橋
市
）

の
商
人
で
あ
る
植
田
義よ

し
え方

と
い
う

人
か
ら
学
問
の
手
ほ
ど
き
を
受
け

た
。
植
田
家
と
賀
茂
真
淵
は
姻
戚

関
係
に
あ
り
、
同
じ
学
統
に
つ
ら

な
る
緊
密
な
関
係
で
あ
っ
た
の

で
、
自
分
も
義
方
を
と

お
し
て
間
接
的
に
賀
茂

真
淵
の
学
風
を
学
ん

だ
」そ

の
証
拠
を
真
澄
自

身
が
記
し
て
く
れ
て
い

る
か
ら
、
こ
れ
は
ほ
ぼ

誤
り
の
な
い
と
こ
ろ
で

あ
ろ
う
。

執筆者
町文化財保護審議会
会長　伊藤　敏雄さん

【
図
絵
・
菅
江
真
澄
肖
像
画（
秋
田
県
立
博
物
館
所
蔵
）】

第１回天明５（1785）年　7月
 馬場目を通る
享和元（1801）年　冬
   大川で馬場目川を舟で渡る
享和２（1802）年　1月
   五城目を経て、阿仁を越えて

北秋田市へ
文化元（1804）年
   三種町から五城目を通る
文化３（1806）年　3月
   高岳山の十八坂を越えて浦

横町へ
文化６（1809）年　秋
    馬場目、五城目、山内を巡る
文化７（1810）年　正月
    条幅「氷魚の村君」より
文化９（1812）年　春
    久保村で「齶田の郡久保ちう

村に」を執筆
文化14（1817）年　8月
    大川、五城目を通り鷹巣へ
文化14（1817）年　12月
    「雪の山越え」五城目から上

小阿仁へ
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（
敬
称
略
）

県
総
合
卓
球
選
手
権
大
会

◆
第
３
部
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

▼
第
３
位　

齊
藤　

柊
平（
五
一
中
２
年
）

潟
上
市
南
秋
田
郡
卓
球
選
手
権
大
会

◆
一
般
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

▼
第
３
位　

佐
藤　

彩
花（
五
一
中
２
年
）

◆
一
般
女
子
ダ
ブ
ル
ス

▼
第
３
位　

佐
藤　

彩
花（
五
一
中
２
年
）

　
　
　
　
　

工
藤　

綾
華（
五
一
中
２
年
）

第
３
回
大
潟
練
成
剣
道
大
会

◆
女
子
団
体

▼
第
３
位　

五
一
中
女
子
剣
道
部

第
33
回
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

春
季
水
泳
競
技
大
会
県
予
選
会

◆
10
歳
以
下
女
子
50
ｍ
背
泳
ぎ

▼
第
３
位　

小
玉　

沙
紀（
五
小
４
年
）

第
40
回
男
鹿
市
民
卓
球
大
会

◆
ジ
ュ
ニ
ア
２
部
（
団
体
）

▼
優　

勝　

佐
藤　

結
花（
五
小
５
年
）

　
　
　
　
　

工
藤　

風
音（
五
小
５
年
）

　
　
　
　
　

伊
藤　

緋
里（
五
小
５
年
）

第
47
回
全
日
本
書
初
め
大
展
覧
会

▼
産
経
新
聞
社
賞

　
　
　
　
　

近
藤　

乃
愛（
五
小
２
年
）

防
火
作
文
コ
ン
ク
ー
ル（
小
学
校
５
年
生
）

▼
最
優
秀
賞　

北
嶋　
　

楓（
五
小
）

▼
優
秀
賞　

北
嶋　

彩
奈（
五
小
）

　
　
　
　
　

松
田　

彩
菜（
五
小
）

　
　
　
　
　

伊
藤　

緋
里（
五
小
）

　
　
　
　
　

石
井　

魁
星（
五
小
）

　
　
　
　
　

猿
田　

友
菜（
五
小
）

　
　
　
　
　

内
藤　

信
行（
馬
小
）

　
　
　
　
　

宮
崎　

恭
輔（
馬
小
）

　
　
　
　
　

嶋
﨑　

茉
友（
大
小
）

　
　
　
　
　

嶋
﨑　

莉
子（
大
小
）

潟
上
市
南
秋
田
郡
学
校
保
健
大
会

▼
健
康
生
活
推
進
顕
彰
生
徒
・
児
童

　
　
　
　
　

近
江　

弘
之（
五
一
中
３
年
）

　
　
　
　
　

椎
名　

里
帆（
五
一
中
３
年
）

　
　
　
　
　

小
玉　

柊
平（
五
小
６
年
）

　
　
　
　
　

畠
山　

紗
雪（
五
小
６
年
）

　
　
　
　
　

石
井　

秀
樹（
馬
小
６
年
）

　
　
　
　
　

齊
藤　

裕
太（
馬
小
６
年
）

　
　
　
　
　

八
栁　

裕
哉（
大
小
６
年
）

　
　
　
　
　

金
子　

結
美（
大
小
６
年
）

 〈3つの習慣〉
●寝たばこは絶対やめる。
● ストーブは燃えやすいもの
から離して使う。
● ガスこんろなどのそばを離
れるときは、必ず火を消す。
〈4つの対策〉
● 逃げ遅れを防ぐため、住宅
用火災警報器を設置する。
● 寝具や衣類、カーテンから
の火災を防ぐため、防炎品
を使用する。
● 火災を小さいうちに消すた
め、住宅用消火器などを設
置する。
● お年寄りや体の不自由な人
を守るため、隣近所の協力
体制をつくる。

古い消火器の破裂事故が増
えています。消火器に安全栓
（ピン）が確実に装着されてい
るか、容器やホースに劣化は
ないか点検しましょう。

　古くなった消火器は粗大ごみ
として捨てることはできません。
事故を防ぐために、専門の
業者や消防署に依頼して、点
検・処分をしてください。
※ 点検・処分は有料です。
※ お問い合せは、町消防署
　（☎852・2028）まで

ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
い
る
と
、
近

ご
ろ
空
気
が
乾
そ
う
し
て
い
る
せ

い
か
、
火
事
が
多
い
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。
こ
ん
な
時
、
わ
た
し
た

ち
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
気
を
つ

け
た
ら
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。

わ
た
し
が
気
を
つ
け
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
思
う
こ
と
は
、
三
つ

あ
り
ま
す
。

一
つ
目
は
、
火
遊
び
を
絶
対
し

な
い
こ
と
で
す
。
わ
た
し
は
ニ
ュ
ー

ス
で
、
子
ど
も
の
火
遊
び
が
原
因

で
火
事
に
な
っ
た
と
い
う
の
を
、

聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
小
さ

い
子
ど
も
は
、
火
の
こ
わ
さ
を
知

ら
な
い
と
思
っ
た
の
で
、
み
ん
な

で
よ
び
か
け
て
、
注
意
す
る
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

二
つ
目
は
、
火
を
使
う
と
き
は
、

必
ず
大
人
と
使
う
と
い
う
こ
と
で

す
。
料
理
を
す
る
と
き
、
花
火
を

す
る
と
き
な
ど
、
わ
た
し
は
大
人

と
い
っ
し
ょ
に
火
を
使
う
よ
う
に

気
を
つ
け
て
い
ま
す
。
子
ど
も
は

だ
れ
で
も
、
気
を
つ
け
な
け
れ
ば

い
け
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

三
つ
目
は
、
ス
ト
ー
ブ
の
周
り

に
燃
え
る
物
を
置
か
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
燃
え
る
物

を
周
り
に
置
い
て
し
ま
っ
て
、
燃

え
移
っ
て
し
ま
っ
た
ら
と
て
も
危

険
だ
と
思
い
ま
す
。

わ
た
し
は
も
し
火
事
に
な
っ
た

と
き
、
学
校
で
や
っ
て
い
る
、
ひ

な
ん
訓
練
が
と
て
も
役
に
立
つ
と

思
い
ま
す
。
だ
か
ら
毎
回
ま
じ
め

に
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思

い
ま
し
た
。
そ
れ
に
、
ひ
な
ん
訓

練
を
や
っ
て
い
な
か
っ
た
と
し
た

ら
、
火
事
に
な
っ
た
と
き
、
冷
静

に
行
動
が
で
き
な
く
な
る
と
思
い

ま
す
。
防
火
に
つ
い
て
考
え
た
と

き
、
改
め
て
こ
う
思
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
三
つ
の
こ
と
に

気
を
つ
け
て
、
ひ
な
ん
訓
練
の
大

切
さ
を
友
だ
ち
や
下
級
生
に
伝
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
、
地
球
温
だ
ん
化
の
え
い
き
ょ

う
も
あ
っ
て
、
乾
そ
う
し
て
い
る

地
域
も
多
く
、
火
事
の
ニ
ュ
ー
ス

も
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。
地
球
温
だ

ん
化
を
防
ぐ
こ
と
が
、
火
事
を
防

ぐ
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

『消したかな』　あなたを守る　合言葉
４月３日㈰から９日㈯は

春の火災予防運動です

町
防
火
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
賞

防
火
す
る
た
め
に
や
る
べ
き
こ
と

五城目小学校５年
北嶋　　楓さん

古い消火器を回収します

！
消火器を点検しましょう住宅防火

いのちを守る7つのポイント

運動期間中、
午後７時にサイレンを鳴らします。
火災と間違えないよう、ご注意ください。

町防火作文コンクールで入賞した皆さん。
受賞の内容は、下段の「がんばる人にまる」コーナーに掲載。
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投
票
へ　

行
こ
う　

創つ
く

ろ
う　

元
気
な
秋
田

４
月
10
日
㈰
は

秋
田
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
の

投
票
日
で
す

投　票　所　一　覧 〔投票時間は　　　　　　　　　午前７時から午後７時までです〕

※馬場目第３、富津内第２投票区の投票時間は午後６時までです。

五
城
目

第

１

広
ケ
野
・
希
望
ケ
丘
・
田
町

今
町
・
築
地
町
・
上
田
町

下
山
内

五
城
目
幼
稚
園
・

保
育
園
ゆ
う
ぎ
室

（
も
り
や
ま
こ
ど
も
園
）

五
城
目

第

２

畑
町
・
新
畑
町
・
東
磯
ノ
目

西
磯
ノ
目
・
矢
場
崎

字
七
倉
16
番
地
19
と
16
番
地
21

役

場

庁

舎

町

民

談

話

室

五
城
目

第

３

御
蔵
町
・
新
町
・
一
番
町

古
川
町
・
紀
久
栄
町
・
小
池
町

川
原
町
・
長
町
・
仲
町
・
米
沢
町

五

城

館

多

目

的

ホ

ー
ル

五
城
目

第

４

下
高
崎
・
高
崎
・
上
高
崎
・
舘
越

久
保
・
新
里
町

馬
川
交
流
セ
ン
タ
ー

五
城
目

第

５

昭
辰
町
・
雀
舘
・
舘
町
・
中
川
原

上
樋
口
（
上
）
・
上
樋
口
（
下
）

樋
口
・
岩
城
町

老
人
ホ
ー
ム
・
広
青
苑

町

民

セ
ン
タ

ー

馬
場
目

第

１

帝
釈
寺
・
町
村
・
門
前
・
蓬
内
台

小
野
台

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

多

目

的

ホ

ー
ル

馬
場
目

第

２

寺
庭
・
中
村
・
平
ノ
下
・
水
沢

中

村

公

民

館

馬
場
目

第

３

恋
地
・
坊
井
地
・
杉
沢
・
合
地

杉
沢
交
流
セ
ン
タ
ー

「
友　

愛　

館
」

富
津
内

第

１

上
山
内
・
富
田
・
八
田

台
御
蔵
下
・
黒
土
・
小
倉

富
津
内
地
区
公
民
館

研

修

室

富
津
内

第

２

脇
乙
・
落
合
・
高
千
・
北
北
口

中

津

又

地

区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

内

川

湯
ノ
又
・
小
川
口
・
浅
見
内

生
き
が
い
セ
ン
タ
ー

大

川

第

１

大
川
・
下
樋
口
・
曙
町

大
川
多
目
的
集
会
所

大

川

第

２

石
崎
・
西
野
・
谷
地
中

西

野

公

民

館

森

山

野
田
・
岡
本
・
浦
横
町

森
山
地
区
公
民
館

集

会

室

◆
投
票
で
き
る
方

　

平
成
３
年
４
月
11
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
で
、
平
成

22
年
12
月
31
日
以
前
か
ら
引
き
続
い
て
五
城
目
町
の
住

民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
。

※
た
だ
し
次
の
方
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

・
公
民
権
が
停
止
さ
れ
て
い
る
方

・
日
本
国
籍
の
無
い
方

・ 

秋
田
県
外
へ
転
出
さ
れ
た
方（
選
挙
権
を
失
い
ま
す
）

◆
住
所
変
更
し
た
方 

● 

平
成
23
年
１
月
１
日
以
降
に
、
秋
田
県
内
の
市
町
村

か
ら
五
城
目
町
へ
転
入
の
届
出
を
さ
れ
た
方

　

 　

転
入
届
の
日
か
ら
選
挙
人
名
簿
登
録
基
準
日
ま

で
、
３
か
月
を
満
た
さ
な
い
の
で
、
五
城
目
町
に
は

選
挙
権
が
あ
り
ま
せ
ん
。
転
入
前
の
住
所
地
の
選
挙

管
理
委
員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

● 

平
成
23
年
３
月
26
日
以
降
に
、
町
内
で
転
居
の
届
出

を
さ
れ
た
方

　

 　

転
居
前
の
投
票
区
の
投
票
所
で
投
票
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

◆
期
き
じ
つ
ぜ
ん
と
う
ひ
ょ
う

日
前
投
票

　

投
票
日
当
日
に
、
投
票
所
へ
行
け
な
い
見
込
み
の
方

は
、
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

▼
期　

間　

 

４
月
９
日
㈯
ま
で

▼
時　

間　

 

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
８
時
ま
で

▼
場　

所　
 

役
場
３
階　

期
日
前
投
票
所

※
投
票
所
入
場
券
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◆
不
在
者
投
票

❶ 

県
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定
す
る
病
院
や
介
護
施
設

に
入
院
中
の
方

　

施
設
内
で
投
票
で
き
ま
す
。
早
め
に
入
院
先
施
設
等

の
職
員
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

❷
投
票
日
当
日
、
町
外
に
滞
在
中
の
方

　

滞
在
先
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
投
票
で
き
ま
す
が
、

手
続
き
に
は
相
当
の
時
間
を
要
し
ま
す
。
早
め
に
町
選

挙
管
理
委
員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

❸
郵
便
投
票
証
明
書
を
お
持
ち
の
方

　

自
宅
で
投
票
で
き
ま
す
。
投
票
用
紙
の
法
定
請
求
期

限
は
、
４
月
６
日
㈬
と
な
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
町
選

挙
管
理
委
員
会
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

選
挙
に
関
す
る
お
問
い
合
せ
は
、
五
城
目
町
選
挙
管
理
委
員
会
（
☎
８
５
２
・
５
３
１
８
）
ま
で



五城目町民憲章
わたくしたちは郷土を愛し五城目町民であること
に誇りをもち、歴史と伝統をうけつぎ創造性ゆた
かな町をつくる願いをこめてこの憲章を定めます。

1、自然と親しみ美しい町をつくります
1、たがいに助けあい思いやりのある町をつくります
1、教育を進め文化の香り高い町をつくります
1、元気で働き活力に満ちた町をつくります
1、きまりを守り明るい町をつくります

 1／ 退職辞令・定期人事異動辞令交付式
（役場）、町交通指導隊辞令交付式（役場）

 2／ 町芸術文化協会定期総会（町民センター）

 5／ 馬場目小学校入学式（馬小体育館）、五
城目保育園入園式（もりやまこども園）

 6／ 五城目小学校入学式（五小体育館）、五
城目第一中学校入学式（五一中体育館）

  7／ 五城目幼稚園入園式（もりやまこども園）

8／ 新規学卒者新入社員合同入社式（町内）

10／ 大川保育園開園式・入園式（大川保育園）

17／町身体障害者協会総会（町内）

20／市町村議員互助会評議員会（秋田市）

22／ 雀館公園桜まつり「山開き」（雀館公園）

25／町防犯協会総会（町内）

26／町内会長会総会（役場）

町長交際費を公開します
町では、行政運営の一層の透明性を図り、町民に開かれた「誇りと信頼の

あるまちづくり」を進めるために、町長交際費の支出状況を公開します。

❖交際費の支出状況（２月）
分類 件数 内　　　　　　容 支 出 額

祝　費 3件
高松宮杯東北高等学校選抜レスリング大会記念祝賀会、
全日本女子レスリング連盟海外遠征日本代表選抜お祝
い、叙勲受章祝賀会

30,000円

会 費 5件
「五城目北都会」新年会、秋田信用金庫合同新年会、五城目
建設技能組合第54回定期大会懇親会、第21回秋田追分
全国大会最終実行委員会懇親会、町農業士会総会懇親会

26,000円

接 遇 5件

大川小学校6年生町長へのインタビュー、来客時お土産、
秋田元気ムラづくり視察研修時お土産、町・千代田区児童
双方向交流事業打ち合わせ時お土産、まちづくり事業打ち
合わせ時お土産

32,100円

その他 7件

新畑町祭典、広青苑・いこいの里「冬まつり」、五城目建築
業協会総会懇親会、五城目地区交通安全協会通常総会、谷
地中営農組合通常総会、交齢者合同大学祭、町内会長会研
修会

31,800円

合 計 20件 119,900円
平成22年４月～平成23年２月の合計 1,098,439円

　

町長の主な予定（4月）
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～協働のまちづくり～地域づくり活動を支援します
生活環境等維持管理業務

地域環境の美化、清掃、維持管理、ごみ対策など、
身近な環境をきれいにしようとする活動で地域の皆さ
んの労力で実施できる業務を、町が必要な経費を支援
し業務委託します。

こんな活動を支援します

原則として、５万円が上限
支援額は

・道路沿線などの清掃活動 ･･･････････････････８団体
　 養護老人ホーム「森山荘」、森山不動明王を守る会、黒
土シルバークラブ、富田千寿会、上高崎・広ヶ野・浅見
内・谷地中町内会
・広場や道路などの維持管理 ･････････････････４団体
　 グラウンドゴルフ協会、上樋口（下）老人クラブ、昭辰
町・矢場崎町内会
・美化活動 ･････････････････････････････････３団体
　西野・上山内老人クラブ、雀舘町内会

町民の皆さんの活動実績（平成22年度）

実施予定日の１か月前までにご連絡ください。
申請方法は

まちづくり活動支援交付金事業

公共性・社会貢献性・計画性があると認められる活
動で、審査委員会での審査を経て、対象経費を支援し
ます。
※ 事業の種類は特に定めていません。町を元気にして
くれる活動を支援します。

こんな活動を支援します

原則として、20万円が上限
支援額は

・内川再生の会
　 「第１回内川復活祭」

町民の皆さんの活動実績（平成22年度）

事業着手の３か月前までにご連絡ください。
申請方法は

「協働のまちづくり」に関するお問い合わせは、役場まちづくり課（☎852・5361）



総会で講演する橋本五郎さん

　

【　

短 　

歌　

】

雪
積
も
る
け
や
き
大
樹
を
登
校
の

児
ら
見
上
げ
て
は
声
あ
げ
通
る

 

築
地
町　
八
木
下
み
き
ゑ

発
射
台
の
き
さ
ら
ぎ
の
空
に
び
色
に

映
る
は
や
ぶ
さ
弁
当
届
け
ん
と

 

谷
地
中　
　

佐
藤　

栄
子

雪
ず
り
の
宙
に
庭
木
の
息
づ
か
い

人
は
衣
服
で
温
も
り
て
お
り

 

湯
ノ
又　
　

澤
田
石
和
子

旅
に
観
し
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
は
美
し
き
街

大
地な

え震
の
瓦
礫
人
を
閉
じ
込
む

 

新　

町　
　

山
平　

富
子

　

【　

俳 　

句　

】

留
守
わ
れ
に
と
ろ
と
ろ
嫁
が
煮
大
根

 

長　

町　
　

大
島
つ
む
ぎ

拭
き
終
え
し
格
子
戸
に
は
や
春
の
泥

 

昭
辰
町　
　

本
間　

富
子

ど
ん
ど
焼
お
札
投
げ
こ
む
男
衆

 

畑　

町　
　

本
間　

惠
子

雉
が
鳴
く
陽
に
誘
わ
れ
し
散
歩
道

 

新　

町　
　

高
橋　

房
子

　

【　

川　
 

柳　

】

信
じ
切
る
心
の
鍵
を
託
す
と
き

 

西　

野　
　

佐
藤
ち
ず
る

生
き
生
き
て
時
に
は
風
と
太
陽
と

 

一
番
町　
　

加
藤　

星
花

古
日
記
胸
の
ホ
タ
ル
を
飼
い
馴
す

 
長　

町　
　

鍋
谷　

福
枝

活
断
層
静
ま
り
か
え
る
高
齢
期

 
畑　

町　
　

一
関　

北
柳

ご
じ
ょ
う
め
の

　

文　

芸
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総
会
と
橋
本
五
郎
さ
ん

ふ
る
さ
と
五
城
目
会
副
会
長　
　

伊　

藤　

春　

男　

ふ
る
さ
と
五
城
目
会
は
昨
年
11
月
23

日
、
東
京
九
段
会
館
に
お
い
て
、
第
22
回

「
ふ
る
さ
と
五
城
目
会
総
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
来
賓
と
し
て
五
城
目
町
か
ら
渡

邉
町
長
、
千
代
田
区
か
ら
は
石
川
区
長
を

は
じ
め
麹
町
野
球
会
の
皆
様
、
区
内
各
町

会
の
皆
様
、
井
川
町
や
三
種
町
ふ
る
さ
と

会
の
皆
様
な
ど
39
名
、
会
員
は
99
名
が
出

席
し
、
盛
大
に
総
会
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

総
会
の
後
は
読
売
新
聞
特
別
編
集
委
員

の
橋
本
五
郎
さ
ん
に
「
ど
う
な
る
日
本
」

の
演
題
で
講
演
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
橋

本
さ
ん
は
日
本
テ
レ
ビ
系
列
の
ズ
ー
ム
イ

ン
ス
ー
パ
ー
に
毎
週
月
曜
日
と
火
曜
日
の

朝
６
時
30
分
に
出
演
し
て
い
ま
す
。
秋
田

県
三
種
町
出
身
で
、
秋
田
高
校
、
慶
應
義

塾
大
学
を
卒
業
し
読
売
新
聞
に
入
社
さ
れ

政
治
部
長
、
編
集
局
次
長
を
歴
任
し
今
日

に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
橋
本
さ
ん
の
お
母

さ
ん
は
五
城
目
町
富
田
の
出
身
で
、
杉
沢

小
学
校
で
教
員
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
講
演
で
特
に
印
象
に
残
っ
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

一
．
お
母
さ
ん
の
教
え

「
何
事
も
手
を
抜
い
て
は
い
け
な
い
」

「
傲
慢
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
。
謙
虚
で

控
え
目
が
大
切
」「
他
人
を
批
判
す
る
前

に
自
分
を
批
判
せ
よ
。
誰
で
も
自
分
よ
り

必
ず
優
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
も
の

だ
」

二
． 

小
惑
星
探
査
機
は
や
ぶ
さ
の
成
功
に
学
ぶ

リ
ー
ダ
ー
に
求
め
ら
れ
る
条
件
と
は

「
目
的
、
目
標
が
は
っ
き
り
し
て
い
る

こ
と
」「
ど
ん
な
困
難
で
も
リ
ー
ダ
ー
は

ぶ
れ
て
は
い
け
な
い
こ
と
」「
若
い
人
の

意
見
を
良
く
聞
く
こ
と
」

三
．
範
は
歴
史
に
あ
り

ノ
ー
ブ
レ
ス
・
オ
ブ
リ
ー
ジ
ュ（noblesse 

o
blig
e

）
高
貴
な
人
に
は
そ
れ
に
伴
っ
て

大
き
な
義
務
が
あ
る
と
す
る
考
え
方
。
そ

の
昔
、
政
治
家
や
身
分
の
高
い
人
は
国
が

困
難
な
時
に
国
民
の
先
頭
に
立
っ
て
戦
っ

た
。
戦
争
が
あ
れ
ば
真
っ
先
に
最
前
線
に

立
っ
た
。
そ
の
た
め
犠
牲
も
多
か
っ
た
。

今
の
政
治
家
に
不
足
し
て
い
る
の
は
こ
の

考
え
方
だ
。
肝
心
な
と
こ
ろ
で
国
民
か
ら

逃
げ
て
い
る
。
何
事
も
自
ら
の
責
任
で
国

難
に
当
た
っ
て
欲
し
い
。

今
回
の
講
演
は
大
変
勉
強
に
な
る
こ
と

が
多
か
っ
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
橋
本
さ
ん
に
は
こ
れ
か
ら
も
益
々
の

ご
活
躍
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

地デジの準備はお済みですか？
アナログ放送終了まで
あと100日！※4月15日㈮
テレビのアナログ放送は、7月24日

㈰に終了し、地上デジタル放送へ切り
替わります。まだ地デジの準備
をされていない方は、できる限
り早めの対応をお願いします。

▼  経済的な理由がある場合は、
　簡易チューナーを無償給付
　 　町民税非課税世帯やNHK放送受信
料全額免除世帯には、地上デジタル
放送への対応のため、簡易チューナー
の無償給付などの支援があります。
詳しくはお問い合わせください。

▼地上デジタル放送を見るには？
　 　「UHFアンテナ」と、「デジタル放
送対応テレビ」または「デジタル
チューナー」が必要です。お困りの
際は、デジサポ秋田（☎803・1100）
へお問い合わせください。
　

町民税非課税世帯（☎0570・023724）
NHK放送受信料全額免除世帯（☎0570・033840）



【運動の重点目標】

　新入学児童・園児を中心とした、
子どもの交通事故防止

新入学・新入園期の
交通安全運動は

４月６日㈬から12日㈫まで

町住宅リフォーム緊急支援事業
平成23年度も継続します

　町では平成23年度も、県が実施して
いる住宅リフォーム緊急支援事業に加
えて、町内業者で住宅の増改築・リ
フォーム工事を行う方へ、工事費の一
部を補助します。ぜひご利用ください。
※ 内容や様式には、昨年度から一部変
更があります。詳しくは町ホーム
ページ（http://www.cs.town.
gojome.akita.jp/）または役場建設
課へ。

社会福祉協議会へ寄せられた善意

▲

香典返しに代えて
・２月18日　３万円　□□□さん
　広ヶ野　（亡き父　□□さん）
・２月25日　３万円　□□□□□さん
　落　合　（亡き父　□□さん）
・２月25日　３万円　□□□□さん
　帝釈寺　（亡き父　□□さん）▲

寄附金
・３月７日　３万円
　町老人クラブ連合会

　会長　佐々木憲夫さん
　（アルミ缶回収収益）

問い合わせ先
町社会福祉協議会（☎852・5192）
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五城目朝市同時開催

フリーマーケット村
＊ダイサン裏ドリームハウスにて開催中＊

毎月／5日・10日・15日・20日・25日・30日
am９：00～pm２：00

お問い合わせ
☎090・3469・8741
TUKAMOTO

参加出
店者

　募集
中！

３月11日　M9.0

　東北、関東大震災が起きました。地震、大津波、原発
と大きな悲しみと苦しみが始まりました。戦後最大！
映像を見て多くの涙を流しました。皆様におかれまし
ても、知人、友人、ご親戚の方がいらっしゃることを察
し、悲しみは同じと思い、私は延期することを決めま
した。（６月26日㈰）
　中でも五城目町の老人クラブの皆様、無事で帰っ
て来られたことを喜んでおります。被災地の復興と、
暗闇に光りを！東北人の忍耐強さで悲しみを乗り越え
て笑顔が戻って来ることを心より祈願しております。

平成23年４月１日　リバーストーンミュージック
代表　桜多喜子（さくら喜子）

　下水道は、皆さんが使って汚れた水をきれいにし、自然に戻す役割があり
ます。多くの方が下水道に接続してはじめてその役割が果たせますので、供
用開始区域の方は早めに接続してください。

▼供用開始区域　・高崎字　行内沢・里下の一部
　　　　　　　　・小池字　森山下・岡本下台・岡本家ノ下の一部

　接続工事費について、金融機関から無利子での融資が受けられる「融
資あっせん制度（上限100万円）」があります。詳細はお問い合わせく
ださい。

お問い合わせは　役場建設課（☎852・5263）

５区域で公共下水道を供用開始

交通死亡事故０
ゼロ

　750日達成（平成23年３月18日現在）
平成23年飲酒運転等追放競争結果　１位（全県25市町村・平成23年２月末現在）

問い合わせ先
役場建設課（☎852・5252）



固定資産税課税台帳を縦覧

　平成23年度の固定資産税課税台帳
（土地・家屋の評価額）を縦覧します。▲

期　間　４月１日㈮～５月31日㈫
　　　　　※土・日・祝日を除く▲

時　間　午前8時30分～午後5時30分▲

場　所　役場１階税務課

農地相談会を開催

　町農業委員会では、今月から農業委
員による農地相談会を開催します。お
気軽にご相談ください。▲

相談日　毎月第２金曜日▲

時　間　午後２時～午後５時▲

場　所　農業委員会事務局
（役場２階）▲

内　容　 農地の貸し借り、売買、転
用、相続など

悠紀の国五城目イベント情報

（イベント）▲

日　時　４月24日㈰　午前11時～▲

内　容　 だまこ鍋の販売、ばっきゃ
みその試食販売

（手作り体験教室）▲

日　時　４月11日㈪　午後４時～▲

内　容　「桜もちづくり」▲

講　師　いそうら直売会生産者▲
定　員　15人　※ 定員になり次第締

め切ります。▲

参加費　700円（ドリンク付き）▲

持参物　 エプロン、バンダナ、筆記
用具

※ いずれも会場は悠紀の国五城目で
す。お申し込み、お問い合わせは上
記問い合わせ先まで。

▲

主な活動内容
　・ 地域の伝統料理・食文化の研究と

保存
　・ 各種イベントでの新鮮野菜直売、

伝統料理提供　など
※ お申し込み、お問い合わせは役場農
林振興課まで。

みんなで遊びに来てね！
第４回春のおはなし会

　パネルシアターや大型絵本、とびだ
す絵本などお楽しみが盛りだくさん。
ぜひ遊びに来てください。▲

期　日　４月24日㈰▲

時　間　午前10時～午前11時▲

場　所　町民センター３階「宿泊室」▲

対　象　 保育園・幼稚園までのお子
さんとその保護者▲

参加費　無料
※ 五城目おはなし会では会員を募集し
ています。興味のある方は、ぜひ見
学にいらしてください。

「畑の学校リユースさんない」
平成23年度生徒を募集

　「畑の学校」では、環境や体にやさ
しい、エコやリサイクルを利用した野
菜づくりをしています。あなたも楽し
みながら、「自給自足」や「安心野菜
づくり」を学んでみませんか。▲

場　所　 小倉町内入口（旧国道285
号線から約200m）▲

期　間　1年間　※継続可▲

定　員　６人▲

活動日　主に土・日曜日
※ お申し込み、お問い合わせは上記連
絡先まで。定員になり次第締め切り
ます。

いっしょに歌いましょう
「うたごえ喫茶」in 五城館

　エレキギターの伴奏に合わせ、思い
出の歌を大合唱しませんか。▲

日　時　５月１日㈰　午後２時～
（受付：午後１時30分～）▲

会　場　五城館▲

参加費　 1,000円（ケーキとコーヒー
または紅茶のセット付き）

　　　　　※ 参加費の一部を東北地方
太平洋沖地震の義援金と
して寄附します。▲

曲目例　 「白いギター」「あの素晴
らしい愛をもう一度」など

※ お申し込み、お問い合わせは上記問
い合わせ先まで。

秋田県の建築職人の標準賃金
は1万8,500円です

　４月１日から、秋田県の建築職人の標
準賃金が1万8,500円に変わります。皆
さまのご理解とご協力をお願いします。

いっしょに活動しませんか
町農村生活研究グループ連絡会

　「町農村生活研究グループ連絡会」
は、いろいろなグループと交流し、情
報や技術を交換することで、よりよい
家庭づくりの方法を研究しながら、自
らの生活改善や意識向上を目指してい
ます。
　ぜひ、一緒に活動してみませんか。意
欲のある方の参加をお待ちしています。
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問い合わせ先
五城館（☎852・5300）

問い合わせ先
役場税務課（☎852・5144）

問い合わせ先
悠紀の国五城目（☎879・8411）

問い合わせ先
役場農林振興課（☎852・5215）

問い合わせ先
町農業委員会事務局（☎852・5295）

問い合わせ先
秋田建設技能組合

五城目支部長　佐々木（☎852・5150）
秋田建築労働組合

五城目支部長　田　原（☎852・3307）

問い合わせ先
役場農林振興課（☎852・5215）

問い合わせ先
中央公民館（☎852・4411）



可

燃

ご

み

収　　集　　町　　内

新里町・広ケ野・希望ケ丘・田町・上田町・今町
御蔵町・小池町・川原町・新町・一番町・古川町
紀久栄町・仲町・長町・米沢町・築地町・畑町・新畑町

馬場目地区・富津内地区・内川地区
大川地区全域

雀舘・昭辰町・舘町・中川原・岩城町・樋口
矢場崎・西磯ノ目・東磯ノ目・馬川地区
森山地区・ななくら（仮称）

収　集　日 曜日

2011年 ５月ごみ収集日程表

平成22年度環境標語コンクール最優秀受賞作品（五城目小　石井　瑠夏さん）

守ろうよ　みんなの地球と　自分の未来

収　　集　　町　　内

馬場目地区・富津内地区・内川地区

新里町・広ヶ野・希望ヶ丘・馬川地区
森山地区・大川（１区～４区以外の地区）

今町・御蔵町・小池町・川原町・仲町・長町
米沢町・雀舘・昭辰町・大川（１区～４区）

築地町・畑町・新畑町・東磯ノ目
西磯ノ目・矢場崎・ななくら（仮称）

田町・上田町・新町・一番町・古川町
紀久栄町・舘町・中川原・樋口・岩城町

空きビン類

ガラス類他

空きカン類

金属類他

不

燃

ご

み

五城目地区･馬川地区

馬場目地区･富津内地区･内川地区･大川地区･森山地区

資

源

ご

み

古紙類 新聞･雑誌類
･段ボール･紙パック

ペ ッ ト ボ ト ル資
源
ご
み

◆ 
収
集
日
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼ 
５
月
３
日
㈫
か
ら
５
月
５
日
㈭
ま
で
は
、祝
日

の
た
め
可
燃
ご
み
の
収
集
を
休
み
ま
す
。

◆ 

次
の
こ
と
を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

ご
み
袋
は
、必
ず
名
前
を
書
い
て
、午
前
８
時

ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆ 

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
対
象
機
器
の
冷
蔵

庫
、家
庭
用
冷
凍
庫
、エ
ア
コ
ン
、テ
レ
ビ
、洗
濯

機
、衣
類
乾
燥
機
の
収
集
は
、家
電
製
品
取
扱

店
ま
た
は
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で
受

付
け
ま
す
。（
8
０
１
２
０
・
５
３
７
９
１
５
）

◆ 

大
量
に
ご
み
が
出
る
場
合
は
、町
の
許
可
業

者
へ
処
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

❶　
㈲
丸
ノ
内
サ
ー
ビ
ス
☎
８
４
５
・
７
０
９
９

❷　
加
藤
商
事
㈱　
　
　

☎
８
５
２
・
２
９
６
０

※ 

収
集
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

　

住
民
生
活
課（
☎
８
５
２
・
５
１
１
２
）ま
で

月
・
木

火
・
金

水
・
土

4日・18日（水）（全町）

12日・19日・12日
16日・19日・23日
26日・30日

16日・10日・13日
17日・20日・24日
27日・31日

17日・11日・14日
18日・21日・25日
28日

14日（土）

28日（土）

9日（月）

10日（火）

11日（水）

12日（木）

13日（金）

23日（月）

24日（火）

25日（水）

26日（木）

27日（金）
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なまえ

なまえ

町指定のごみ袋に入らない大きなごみを収集します。
（ごみ袋に入る場合は、可燃・不燃ごみの日に出してください）
町内会の指定収集場所に、午前８時までお持ちください。

注　　意
1． これより寸法の大きいものは収集しません。

可燃ごみの場合 幅1.2ｍ、長さ2.0ｍ、高さ1.0ｍ以内
不燃ごみの場合 幅1.2ｍ、長さ1.2ｍ、高さ2.0ｍ以内

2． 処理手数料として、粗大ごみと書かれた緑色
の票せんを一品につき１枚つけてください。
 －例外として－
 ❶セットとして出しても良いもの
 　 スキー板とストック（スキー靴は可燃ごみ）、ゴルフセット
 ❷ 同一品目で10㎏以内にまとめてもよいもの
 　 雨どい、煙突、ござ、トタン、波トタン、座布団、雪べら

3．  緑色の票せんが付いていないもの、名前の書
かれていないもの、しっかりとこん包できて
いないものは収集しません。
※青色の票せんは使用できません。

4． 粗大ごみの中に他のごみを入れないでください。

４月は粗大ごみを収集します

対　　象　　地　　区　（町内名） 収　集　日
馬場目地区 ４月 1日㈮
大川地区 ４月 4日㈪
馬川地区・森山地区 ４月 5日㈫
富津内地区・内川地区 ４月 7日㈭
今町・御蔵町・小池町・川原町・新町・一番町・古川町・紀久栄町 ４月15日㈮
新里町・広ケ野・希望ケ丘・東磯ノ目・西磯ノ目・矢場崎・ななくら（仮称） ４月18日㈪
築地町・畑町・新畑町・田町・上田町 ４月19日㈫
仲町・長町・米沢町・雀舘・昭辰町・舘町・中川原・樋口・岩城町 ４月21日㈭



日 月 火 水 木 金 土

30

29

31

28

※ このページに載せる楽しい写真を
お待ちしています。「広報ごじょ
うめ」担当まで
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14

６

3月28日

27

10

３ ４

24

17 18

12

５

19
○ 食育の日　

26

4月1日２

●だ CM13：55
（秋田朝日放送）

○ 春の一斉清掃
（全町・6：00～）
○ 水泳教室受付開
始（町民セン
ター・9：00～）

22

８

15

７

20

16

23
○ 雀館公園桜まつり
「山開き」

（13：30～）
○ 町観光協会総会
（町民センター・

14：30～）

○ 町食生活改善推
進員養成講座修
了式（役場・

13：30～）

●だ C M 9：5 5
（秋田朝日放送）

○ 潟上市・南秋田
郡中学校春季体
育大会（24日ま
で）

○ 町内会長会総会
（役場）

○ 退職及び定期人
事異動辞令交付
式（役場正庁・

13：30～）
○ 全県山火事予防
運動
（5月31日まで）

●だ CM15：00
（秋田朝日放送）

○ 町芸術文化協会
定期総会（町民
センター・

10：00～）

○ 春の火災予防運
動（9日まで）
○ 消防団火災防
ぎょ訓練（全町・

13：30～）
○ 町内小・中学校
　1学期始業式

○ 五城目保育園入
園式（10：00～）
○ 馬場目小学校入
学式（13：30～）
○ 朝市健康相談室
（朝市ふれあい
館・10：00～）

●だ CM14：50
（秋田朝日放送）

○ 五城目小学校・大
川小学校入学式

（10：00～）
○ 五城目第一中学校・
五城目高校入学式
　　（13：30～）

○ 五城目幼稚園1学
期始業式
○ 新入学・新入園期
交通安全運動（12
日まで）

○ 合同入社式（五
城館・10：00～）

○ 五城目幼稚園入
園式（10：00～）

○ 大川保育園開園
式・除幕式・入園
式（10：00～）
○ 秋田県議会議員
一般選挙

○ 朝市健康相談室
（朝市ふれあい
館・10：00～）

●だ C M 5：2 2
（秋田朝日放送）

○ 朝市健康相談室
（朝市ふれあい
館・10：00～）

○ 春のおはなし会
（町民センター・

10：00～）



▼
「
災
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は
忘
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『わらしだ』とは五城目弁で、『子どもたち』の意味です

No.181

おたんじょうおめでとうございますおくやみ申し上げます

※ 「おくやみ・おたんじょうびコーナー」への掲載を希望
しない方は、届け出の際にお知らせください。

町の人口と世帯（平成23年２月末現在）
   前月比 昨年比
人　口 10,978 （－12） （－154）
（男） 5,116 （－05） （－094）
（女） 5,862 （－07） （－060）
世　帯 4,148 （－03） （±000）

印刷には環境にやさしい大豆油型インキ
を使用しています。

「 やさしく思いやりのある
　子に育ってネ♥」パパ、ママより
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はじめまして

□□　□□　です
よろしくネ！
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□　□　□　□ちゃん 2月 3日 □　□・□　□ 上　田　町

□　□　□　□ちゃん 2月 3日 □　□・□　□ 西　　野

□　□　□　□ちゃん 2月 6日 □　□・□　□ 蓬　内　台

□　□　□　□ちゃん 2月 7日 □　□・□　□ 大川４区

□　□　□　□ちゃん 2月11日 □　□・□　□ 高　　崎

□　□　□　□ちゃん 2月12日 □　□・□　□ 下　高　崎

□　□　□　□ちゃん 2月16日 □　□・□　□ 上　田　町

□　□　□　□ちゃん 2月20日 □　・　□　□ 浅見内１区

□　□　□　□ちゃん 2月28日 □　□・□　□ 東磯ノ目

□　□　□　□さん 76歳 2月 2日 畑　　町
□　□　□　□さん 94歳 2月 3日 杉　　沢
□　□　□　□さん 87歳 2月 7日 湯ノ又４区
□　□　□　□さん 78歳 2月 7日 米　沢　町
□　□　□　□さん 87歳 2月 9日 畑　　町
□　□　□　□さん 80歳 2月 9日 一　番　町
□　□　□　□さん 85歳 2月15日 谷　地　中
□　□　□　□さん 89歳 2月17日 矢　場　崎
□□□　□　□さん 66歳 2月20日 恋　　地
□　□　□□□さん 92歳 2月20日 大川１区
□　□　□□□さん 96歳 2月24日 高　　千
□　□　□　□さん 83歳 2月25日 浦　横　町
□　□　□　□さん 66歳 2月25日 町　　村
□　□　□　□さん 95歳 2月26日 浅見内５区
□　□　□□□さん 84歳 2月28日 西　　野
□　□　□□□さん 78歳 2月28日 田　　町




